
　　　　　　　　　　　　　　　カリキュラムツリー

ディプロマポリシー

「四徳」の体得と「仁心」の醸成 妙術の基盤となる専門知識および技能の習得 成長し続ける意志と力

・他者とのコミュニケーション能力をもち、他者の喜び、悩みに共感できる人
・仲間と協調した行動ができる人
・社会への関心をもち、社会貢献に意欲をもつ人
・大学生として、日常生活を自律的に管理できる生活習慣をもつ人
・善きことを求め、努カをする意志がある人
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・ 建学の精神である「四徳」「仁心」を理解
し実践できる。

・能動的に学修する態度を身につけ、自律
的に学生生活を送ることができる。

・幅広い教養と知識の習得を通して物事を
多角的にとらえ、論理的に表現できる。

・ 社会人としてのマナーと生活スキルを身
につけ実行することができる。

・基礎となる教養及び医学領域の知識を修
め、意欲をもって自主的に学修できる。

・学内演習および学外実習を通してリハビ
リテーション職種の役割を理解できる。

・国際的視野を養い、我が国が培ってきた
保健・医療の知識・技術・制度を理解でき
る。

・1年次の学修をさらに発展させることがで
きる。

・臨床医学領域の基礎を学び、自主的に
学習を深めていくことができる。

・妙術(優れた知識・技能)の基盤となるリハ
ビリテーション領域（評価学）の専門知識と
その意味・意義を理解できる。

・他者への共感的態度とコミュニケーション
スキルを習得し体現できる。

・妙術(優れた知識・技能)の基盤となるリハ
ビリテーション治療学の専門知識とその意
味・意義を理解し、治療に関わる技術を習

・専門職として、地域社会に貢献する役割
と責任を理解する。

・他者への共感的態度をもって豊かな人間
関係を築き、チーム医療に参加できる能力
（チーム観）を身につける。
・学内演習および学外実習を通して、事象
を多角的にとらえ分析・理解することがで
きる。　また、自分の意見を論理的にまと
め、伝えることができる。

・生涯を通じて、専門知識を集積して技術
を磨く意志を持ち、学びの方法を考察し実
践することができる。

．1年次・2年次の学修をさらに発展させる
ことができる。

・基礎医学、臨床医学の専門知識を学び、
リハビリテーションの過程で適切に活用す
ることができる。

．「四徳」と「仁心」の意味を心して、最終学
年生として自律した大学生活を送ることが
できる。

・これまでの学修で得たさまざまな知識を
統合し活用できる。

．専門的な知識と確かなリハビリテーション
技術を身につけ、倫理的配慮のもとに実
践することができる。

・医療チームのメンバーとしての役割を自
覚し、責任を果たすことができる。

・学内演習および学外実習において、事象
を多角的視野からとらえ自分の意見を論
理的に説明することができる。

f．生涯にわたり専門性を高め、ニー
ズ・課題に向かう探究心を持ってい
る。
g．将来への目的意識を持ち主体的に
学習、研究する能力を持っている。
h．地域の課題に積極的に関わり地域
に貢献する職業人としての意識を持っ
ている。
i.国際的な視野を養い、我が国が培っ
てきた保健･医療の知識･技術･制度を
理解できる。

・３年間の学修成果を活かして自ら課題を
見つけ、情報検索や実験などにより解決を
図り、論理的に表現することができる

a．医療従事者を志すもの
として、高い倫理観を持っ
ている。
b．他者に共感し、悩める
人の立場を理解できる、豊
かな人間性を備えている。

c．妙術(優れた知識・技能)の基盤と
なる専門知識と技能を習得している。
d．幅広く深い教養及び総合的な判断
力を備えている。
e．他職種の学理を理解し、連携チー
ムの中核となることができる実行力、
協調性、よびコミュニケーション能力
を身につけている。

教養科目 
人文科学 社会科学 自然科学 体育学 外国語 
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疾患の知識と対象者の理

解 

 
 
 
 
 

評価学 

生活障害に基づく対象者
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治療学 

知識技術の統合と傷害に対する治療方法の理解 

   臨床評価実習Ⅰ  施設の役割理解と評価知識・技術の確認､職業人としての役割の理解 

    臨床実習  現場での評価知識・技術の確認とコミュニケーション能力の獲得 

医療人としての 

職業倫理・管理運営 
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解剖学 生理学 運動学 発達学 

                        臨床評価実習Ⅱ  現場での評価知識・技術の確認と治療計画の作成 


